
ア試験り充実に注力・大学の物流教育
～中央職業能力開発協会 (JAVADA)の 新ビジネス・キャリア制度

と東京海洋大学の試み～

実務に則しリニューアル・物流キヤリ

2つの先進企業の社内物流教育事例に続き,こ こでは公的な物流教育の現状にスポットをあてる。

1つは社会人教育の分野から,新 年度に一新されることになった中央職業能力開発協会のビジネ

ス ・キャリア制度,も う 1つは近年の充実振りが高く評価されている東京海洋大学の取組みである。

就職後の社会人訓練,就 職を前にした学生教育と役害」に違いはあるが,わ が国の物流 。ロジステ

ィクス教育充実に,い ずれも大きな役害」が期待されている。 (菊田一郎)

ロジスティクスの教育基準と試験内容を一新
評価 。人材開発等,lFIJく人のキャリ

アアップに一層役立つべ く,現 行試

験単位のユニットを企業の職務内容

に対応 して大括 り化 (これは後述の

試験申̂位に当たる)。

また職務遂行に必要な実務能力を

評価するため試験問題を質量ともに

拡充, より企業実務に即した専門的

知識 ・能力を客観的に評価できる試

験に改めることになった。

これまで物流については 「物流管

理」の分野が設けられ,①物流マネ

ジメント,②包装・荷役・保管,③

輸送,④物流情報システムの4つの

部門でそれぞれ,初 級 。中級の 2つ

の レベル (試験では 3級 ・2級 に該

当)で 能力開発基準を定めていた。

「物流管理」試験の受験者数はこ

こ数年増勢で,初 級 。中級合わせて

15年度の約500人が,18年度には約

950人に拡大している。

それが新年度からは 「ロジステイ

クス」分野に名称もリニューアル,

①ロジステイクス管理と②ロジステ

中央職業能力開発協会 OAVADA,

三好俊吉会長)は ,働 く人々の生涯

にわたる職業能力の開発 ・向上を段

階的かつ体系的に行うことを基本理

念とする職業能力開発促進法 (旧職

業訓練法 。昭和44年法律第64号̂)に基

づいて,昭 和54年に設立された団体

(認可法人)。

急速な技術革新と産業構造変化の

中で企業の再編が進み,労 働移動が

増大していることを背景に,労 働者

が自ら主体的にキャリア形成を図る

のを支援し,ス ムーズな労働移動を

促進することが主な役割。近年の労

働事情からして,そ の使命はますま

す重大なものになっている。

」AVADAの 活動内容は,① キヤ

リア形成の道標 となる能力評価制

度 。試験の充実,② 職業生活の全期

間を通じたキャリア形成の支援,③

ものづ くり日本を支える技能の継

承 ・発展 (技能オリンピックを含む)

などで,具 体的には,

・業種別職業能力評価基準の構築

。受検者の拡大とより質の高い技

能検定試験 。問題の作成

。体系的なビジネス 。キャリア制

度の開発 ・普及

を掲げる。この 「職業別能力評価基

準」に基づき 「技能検定試験」を行

うのが周知の 「ビジネス ・キャリア

試験」で,ユ ニット試験 :初級 。中

級とマスター試験 :上級がある (物

流分野に上級は未設定)。

同試験は平成 6年度以降,厚 生労

働大臣認定講座修了者等を対象に

「教育訓1練の成果確認試験」として

実施してきたのだが,こ の平成19年

度から,ビ ジネス ・パーソンを対象

とした 「公的資格試験」(能力評価

試験)に 大きくリニューアルするこ

とになった。

新試験は名称を 「ビジネス 。キャ

リア検定試験Jと 改め,企 業の人事
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図表-2 ロジスティクス管理 3級  ビジネス ・キャリア検定試験単位 (」AVADA)

1専F,知識

I.ロ ジスティクス管理の概要 肛.在 庫 ・システム ・コスト管理の概要 Ⅲ.物 流情報システムの概要

.物 流の概念と物流管理

●物流の基本概念

●物流管理の基礎知識

●物流と関連部門との関わり

2.物 流サービス管理

●物流サービスの基本概念

●物流サービス管理のステップ

●物流における品質管理の基礎矢口識

3.物 流政策と関連法規

●我が国の物流政策の動向

●物流活動に関わる各種法律の基礎知識

.在 庫管理

●在庫管理の目的

●在庫管理手法

●適正在庫量の決定

●在庫分析

●棚卸

2.物 流システム管理

●物流システムの基礎知識

●物流データ分析

●物流拠点設定

●委託先管理

●物流システムの効率化

3.物 流コス ト管理

●物流コス トの基礎知識

●運賃 ・倉庫料金体系と計算方法

●物流コス トの計算方法

●物流におけるコス トトレー ドオフ

1.物 流情報システムの概念

●物流情報システムの目的と特徴

●基幹システムと物流情報システムと

の関連

●物流情報システム設計の基本

2 業務別物流情報システム

●受注処理システムの基礎知識

●発注処理システムの基礎知識

●倉庫管理システムの基礎矢口識

●輸配送管理システムの基礎知識

図表-3 ロジスティクス管理 2級  ビジネス ・キャリア検定試験単位 (」A∨ADA)

専門知識

I.ロ ジスティクス管理の体系 コ.在 庫 ・システム ・コスト管理 皿.物 流情報システム

.企 業経営とロジスティクス管理

●経営におけるロジスティクスの位置づけ

●ロジスティクス管理サイクル

●ロジスティクス管理と組織

2.物 流サービスの管理

●物流サービスの構成要素

●物流サービスレベルの解析と設定

.ロ ジスティクス統制

●ロジスティクスとリスクマネジメン ト

●物流品質管理

●ロジステイクス評価指標

●ロジスティクス監査

4.物 流と環境問題

●物流と環境問題の関わり

●輸送と環境問題

●その他の物流活動と環境問題

5.物 流に関する政策

●我が国の物流政策

●諸外国の物流政策

.在 庫管理

●在庫管理方式の種類

●需要予測

●在庫分析手法とその活用

物流システム管理

●物流システムの概要

●物流拠点計画

●輸送モー ドの選定

●物流システム開発 ・移行

●委託先管理

●物流システム改善

3 物流コスト管理

●物流原価管理

●物流予算管理

●物流ABC(活 動基準原価計算)

●棚卸資産管理

●物流採算計算

●コストトレー ドオフ分析

.物 流情報システムと情報通信技術

●自動認識技術とその活用

●無線技術とその活用

●インターネット技術とその活用

2.物 流情報システム開発

●物流アプリケーションの概要

●受注処理システム

●購買 。発注処理システム

●在庫管理システム

●倉庫管理システム (WMS)

●輸送管理システム (TMS)

●物流分析 ・シミュレーシ∃ンシステム

●SCMシ ステム

3 国際物流に関する情報システム

●輸出入業務システム等

●貿易金融関連システム

●国際貨物管理システム

実践的応用カ

専門矢口識を応用 ・活用し,次 に記載する様々な事例に対し,適 切に判断し処理することができる。

●ロジステイクスの概念を把握し,経 営における位置付けを理解した上で,ロ ジスティクス管理に関する業務を推進する。

●在庫管理手法を理解し,在 庫管理業務を推進する。

●物流システム設計に関する手法を理解し,物 流システムの設計及び改善とオペレーシ∃ン管理業務を推進する。

●物流コス ト管理に関する業務を推進する。

●物流における情報システムの設計と活用に関する業務を推進する。
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現場物流案務をカバ■|す|る責糞|な1数書体系|■|||
実は物流教育に対する苦瀬氏の考

え方を,大 きく変える出来事が数年

前にあった。経済産業省の外郭団体

である海外技術者研修協会 (The

フヘssociadon for Overseas Technical

駐holarshp;AOTS)がアジア各国の

日系企業に勤めるタト国人の物流教育

を支援するプログラムにおいて,や

はリカリキュラムとテキス ト作成を

担当したときだ。

「教育の対象から」ITやSCMな ど

の高度な概念より,現 場実務に絞っ

た内容にすることにし,講 師や執筆

者も学者より実務家を主体にしまし

た。その結果,具 体的な物流実務の

進め方を含むこれまでにないテキス

トができたんです」

集まってきた原稿を見て,苦 瀬氏

は驚いた。「自分の知らないことが,

物流現場にはこんなにあるのか」。

包装の手順,効 率的な積み付け方法

など,実 践的手法の説明に目が洗わ

れる思いだったという。

このテキス トは英訳の上,03年 1

月から開始されたAOTSの 教育プロ

グラムで使われ好評だったが,対 象

の違う国内一般向けには出版でき

ず,心 残 りになっていた。その思い

に今回の」AVADAの 方針が合致 し

たのだ。          
・

「物流現場がしっかりしていなけ

れば,SCMも 絵空事」と痛感 した

苦瀬氏が取り組んだ今回のカリキュ

ラムは,だ から,従 来以上に現場 。

実務 。実践志向を強めたものとなっ

た。標準テキス トは 「分かりやすく,

すぐに使えるようにJ心 がけ,管 理

とオペレーションの各初級 。中級

編,250～ 300ページで4冊分の枠組

みを決めた。

「具体的な細目は,物 流現場に詳

しい梶田,坂 両副委員長が中心にな

ってまとめ上げてくれました。いま

専門家の諸先生方に執筆して頂いて

いますが,こ れまでになく実務的な

物流の教科書,教 育体系になるだろ

うと思います」

*

社会人対象の物流教育で,ほ かに

代表的な例としては, 日本ロジステ

ィクスシステム協会 (」ILS)そ の他

の物流関連団体が実施するプログラ

ムがある (次節で詳しく紹介)。

自社で人材育成プログラム持つ会

社は一部大手に限られるから,多 く

の企業はこうした外部教育プログラ

ムを活用することになる。

「その中でJILSの教育は大変体系

的に行われていますが,先 の視点か

らすると今回の」AVADAの カリキ

ュラムと異なり,よ り経営管理の視

点が強く,参 加者も大手荷主企業,

その子会社の大手物流業などが中心

になっています」と苦瀬氏は指摘す

る。

「だから互いに棲み分けできるは

ず。」AVADAの 方は現場オペレー

ションの内容までカバーすること

で,対 象者も中小企業までより大き

く,裾 野を広げられるからです」

新テキストは,そ うした意味でも

画期的なものといえる。またその方

向性は,本 誌の目指す物流現場志向

とまさに一致している。

だが苦瀬氏には懸念もある。「こ

うした地道な教育の必要性を現場管

理者は実感していても,企 業の経営

者 レベルがどこまで理解 している

か。煩雑な物流は3PL企業に丸投げ

すればいい,と 安易に考えてはいな

いか」というのだ。

「本気でSCMに 取 り組んでいる

会社は絶対に物流の丸投げなどしな

い。物流 ・ロジスティクスが企業の

生命線の 1つであることをよく知っ

ているからです」

耳の痛い企業関係者もあるかもし

れないが,こ れは重要な指摘である

に違いない。

▲苦瀬博仁教授

1流通=学:数燿情報:流通経1営学にわ|たるカリキユラ■

さて最後に,東 京海洋大学 ・流通

情報工学科が取 り組んでいる,大 学

における物流教育に目を転じたい。

周知の通 り同大学は2003年,東 京

商船大学と東京水産大学の統合によ

り誕生した。そのうち旧商船大を引

き継いだ海洋工学部に,海 事システ

ムエ学科 (定員65名),海 洋電子機

械工学科 (同65名),と ともに設置

されているのが流通情報工学科 (同

45名)だ 。

その主なカリキュラムは図表-6
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〈ロジスティクス最適fヒの研究〉

ロジスティクス ・ネッ トワーク設計問題 (倉庫i工 場,生 産ライン

の設置の是非1輸 送量,生 産量 を決めるモデル)を 最適化するため

の意志決定支援システムの画面の例。

F I =‐
.:'     議■li

〈交通マイクロシミュレーションによる現状交通の再現〉

交通量 ・車線数 。歩行者数,現 実に存在する様々なデータを用い1

現況の交通流を再現 した。また,そ こから適切な渋滞改善策,プ ロ

ジェク トの評価なども行っている。

鳥

【

“
　
　
“
‘
■
　
一

―は,ロ ジステイクスを学んだ優秀

な学イliを一本釣りして行きます。し

かし通常の国内企業で本当にそうし

た人材を求めているところは,ま だ

多くない気がします」

結り|サHl題は,産 業界 。社会の物

流 ・ロジスティクスに対する認識,

ユーズに立ち戻る。大学の物流 。ロ

ジスティクス教育充実ばかりを叫ん

でも,そ れを求める市場ニーズが盛

りLがっていなければ,労 も報われ

ない.

一国の大学教育
/TN体で考えると,

米国でロジスティクス関連の学科を

持っている大学は188校, ドイツは

45校 (横浜商科大 ・橋本教授の調査に

よる)で あるのに対し,日 本は東京

海洋大のほか神戸大,流 通経済大,

流通科学大,大 阪産業大など数校程

度という現実がある。

他にも神奈川大など物流関係の研

究を行う大学や,産 業能率大学のよ

うに通信教育のクラスを持つ例,大

学院では早稲田大,多 摩大などのロ

ジスティクスコースも知られている

のだが,大 学でlE式な学科を持って

いる例はこれほどに少ない。

中国では大学での物流 ・ロジステ

ィクス学科設置が急増している中,

いささか背筋が冷える思いになるの

は筆者だけではあるまい。

だがそれが, 日本の産業社会ニー

ズを反映した結果であるということ

だ。だから日本企業の物流 。ロジス

ティクスレベルが世界的に低い,と

いうわけではない。現場の必死の取

り組みにより, コスト高でも世界一

厳しい物流ニーズヘの対応が図られ

てきた。

だが経営戦1略的志向, システム的

な取 り組みの点で,い まだ欧米有力

企業に遅れを取る点の少なくない原

因は,こ の辺にもありそうだ。

青瀬氏は産業界との関わりについ

て「本科では社会人教育についても,

専用コースは設けていませんが土日

の授業にも対応するなど,門 戸を開

いています」と話す。

「たとえば企業が社員を1～ 2年

間大学で研修させるような制度があ

っていい。共同イリ「究でも11‐能なメニ

ューはサll意しています。産学連携で

すぐに儲かるビジネスモデルができ

るわけではありませんが,あ るテー

マの下で様々な得意分野を持つ企業

がコラボレー トするプラットホーム

を,大 `γ
:が提供することも可能では

ないでしょうか」

*

以上,公 的機関と大学の物流教育

の トレンドを追ってみた。これらが

産業界と一層連携 ・連動し, 日本の

物流 ・ロジスティクス人材力,現 場

力向 Lにパワーを発揮することを期

待したい。
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